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こ
の
春
、
子
ど
も
達
の
半
分
が
ネ
グ
ラ

を
替
え
ま
し
た
。
一
人
は
住
み
込
み
状
況

か
ら
ア
パ
ー
ト
へ
、
一
人
は
家
か
ら
学
校

の
寮
へ
。
こ
の
引
っ
越
し
作
業
は
、「
本
当

に
必
要
な
モ
ノ
っ
て
何
な
ん
だ
ろ
う
」
と

あ
れ
こ
れ
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
生
活
環
境
が
変
わ
れ
ば
、
必

要
な
モ
ノ
は
変
わ
り
ま
す
。
女
性
と
男
性

で
必
需
品
に
違
い
が
あ
る
の
も
当
然
で
す
。

若
さ
が
多
く
の
“
何
か
”
を
必
要
と
し
て

い
る
の
も
理
解
で
き
ま
す
。
反
面
モ
ノ
に

囲
ま
れ
て
い
る
（
縛
ら
れ
て
い
る
）
不
自

由
を
、
連
想
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

何
か
の
本
に
、
最
低
の
生
活
必
需
品
を

「
着
替
え
数
枚
、
歯
ブ
ラ
シ
と
タ
オ
ル
、
調

理
器
具
や
食
器
、
薬
や
各
種
ク
リ
ー
ム
類

（
私
は
整
髪
料
は
不
要
で
す
）、
寝
具
、
筆
記

用
具
、
本
、
現
金
少
々
」
と
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。
基
本
は
こ
の
程
度
、
ま
さ
に
何
日
間

か
の
キ
ャ
ン
プ
に
出
る
装
備
と
同
じ
で
す
。

　

人
生
は
旅
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

旅
は
身
軽
が
一
番
。
質
素
・
シ
ン
プ
ル
な

生
き
方
は
、
平
穏
で
豊
か
な
生
活
へ
の
近

道
だ
と
思
え
る
の
は
、
年
を
重
ね
た
証
拠

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
ん
な
気
持
ち
で
家
の
中
を
見
て
み
る

と
、
何
年
も
使
っ
て
い
な
い
モ
ノ
に
囲
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
、
す
ぐ
に
気
が
つ
き
ま

す
。
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
ま

ず
は
身
の
回
り
の
不
要
な
モ
ノ
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
に
出
す
か
、
思
い
切
っ
て
捨
て
て

し
ま
う
決
心
時
で
す
。
こ
れ
が
精
神
上
も

生
活
を
前
向
き
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

不
要
な
モ
ノ
を
整
理
す
る
行
為
は
、
行

政
に
と
っ
て
も
最
重
要
な
視
点
で
す
。
町
・

村
時
代
に
は
必
要
だ
っ
た
モ
ノ
で
も
、
市

に
な
っ
た
ら
不
要
に
な
っ
た
、
そ
ん
な
モ

ノ
は
幾
つ
も
あ
り
ま
す
。
必
要
な
モ
ノ
だ

と
分
か
れ
ば
、
予
算
を
集
中
投
下
し
て
、

さ
ら
に
効
率
的
な
使
い
方
や
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
が
可
能
で
す
。
不
要
な
モ
ノ
は
、
捨
て

る
作
業
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
実
際
、
こ
の
手
法
で
体
育
施
設
の

見
直
し
作
業
は
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

「
今
は
必
要
な
い
け
れ
ど
、
将
来
何
か
使
い

道
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
は
、「
サ
イ
ズ
が

合
わ
な
く
な
っ
た
洋
服
だ
け
れ
ど
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
し
た
後
で
ま
た
着
ら
れ
る
」
と
同
じ
で
す
。

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
、
だ
い
た
い
上
手
く
い
き

ま
せ
ん
。

　
仙
北
市
民
の
皆
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り

で
す
。
平
成
24
年
４
月
か
ら
岩
手
県

山
田
町
建
設
課
へ
派
遣
の
田
口
俊
彦
で

す
。
４
月
の
赴
任
か
ら
早
２
カ
月
が
過

ぎ
、
よ
う
や
く
山
田
町
で
の
仕
事
や
生

活
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　
地
元
職
員
の
方
々
、
他
県
（
青
森
県
、

神
奈
川
県
、
静
岡
県
、
長
野
県
）
か
ら

派
遣
さ
れ
た
職
員
の
方
々
と
と
も
に
、

総
勢
27
人
の
大
所
帯
の
な
か
で
日
々
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
山
田
町
建
設

課
都
市
整
備
第
１
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
で
は
街
中
は
が
れ
き
が
ほ
と
ん

ど
無
く
な
り
、
高
台
の
道
路
整
備
や
宅

地
整
備
が
待
っ
た
な
し
の
状
態
で
す
。

４
月
か
ら
は
各
地
区
の
担
当
者
を
割
り

振
ら
れ
、
担
当
地
区
毎
に
説
明
会
や

同
意
書
聴
取
な
ど
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
自
分
の
担
当
は
、
山
田
町
の
南
部
に

位
置
す
る
山
田
町
船
越
地
区
と
い
う
所

で
す
。
そ
の
中
で
も
船
越
田
の
浜
地
区

は
居
宅
棟
数
５
１
４
棟
中
３
２
４
棟
と

約
63
％
が
全
壊
し
て
い
て
、
山
田
町
内

で
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
地
区

の
一
つ
で
す
。「
田
の
浜
地
区
の
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
に
つ
い
て
早
期
着
手

を
」
と
要
望
書
も
提
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
各
部
署
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
仕
事
柄
、
現
場
な
ど
に
出
向
く
機
会

も
多
い
で
す
が
先
日
、
仙
北
市
か
ら
贈

呈
さ
れ
た
旧
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
遭
遇
し

ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
も
仙
北
市
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
が
活
躍
し
て
お
り
う
れ
し
く

思
っ
た
出
来
事
で
し
た
。
仙
北
市
民
の

皆
さ
ん
、
こ
ち
ら
へ
来
る
機
会
に
は
、

ぜ
ひ
山
田
町
役
場
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
建
設
課
は
庁
舎
２
階
で
す
。

　
今
後
も
随
時
、
山
田
町
の
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
山
田
町
建
設
課
　
都
市
整
備

第
１
チ
ー
ム
　
主
任
技
師
　
田
口
俊
彦
）

ＹＡＭＡＤＡ　ＴＯＷＮ　ＲＥＰＯＲＴ

ＹＡＭＡＤＡ　ＴＯＷＮ　ＲＥＰＯＲＴ

昨年贈呈した旧仙北市バス、現山田町
福祉バスが町民の皆さんに利用されて
います。

岩手県山田町
レポート

派遣職員　トシ の

平
成
24
年
度

行
政
連
絡
員
制
度

活
動
内
容
見
直
し

　
　
　
　
新
た
に
ス
タ
ー
ト

　

平
成
21
年
度
を
境
に
一
旦
活
動

を
休
止
し
て
い
た
行
政
連
絡
員
制

度
で
し
た
が
、
今
ま
で
の
行
政
連

絡
員
の
業
務
を
見
直
し
、
今
年
度

よ
り
再
開
し
ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
制
度
を
見
直
し
た

要
因
に
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
時
の
対

応
が
あ
り
ま
す
。
仙
北
市
で
も
近

年
大
き
い
水
害
が
発
生
し
、
災
害

時
の
情
報
収
集
、
発
信
の
必
要
性

が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

新
た
に
空
き
屋
の
問
題
な
ど
、
地

域
の
状
況
の
変
化
に
素
早
く
対
応

し
て
い
く
に
は
、
細
や
か
な
情
報

の
収
集
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
こ
で
か
つ
て
の
行
政
連
絡
員

の
活
動
に
注
目
し
、
業
務
や
体
制

を
見
直
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
声

を
地
域
の
安
心
・
安
全
に
繋
げ
ら

れ
る
よ
う
に
、
新
し
い
「
行
政
連

絡
員
制
度
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

　

昨
年
12
月
の
説
明
会
で
は
、
各

地
域
の
町
内
会
長
を
は
じ
め
、
大

勢
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
提
案
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
意
見
を
ま
と
め
た
行

政
連
絡
員
制
度
を
開
始
す
る
に
あ

た
り
、
４
月
、
５
月
に
各
地
区
で

連
絡
員
会
議
を
開
き
、
委
嘱
状
の

交
付
や
、
お
願
い
す
る
役
割
の
説

明
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
に
は
「
防

災
の
体
制
に
つ
い
て
情
報
を
知
ら

せ
て
も
ら
い
た
い
」「
災
害
に
よ
っ

て
は
指
定
の
避
難
所
に
行
く
の
が

難
し
い
」「
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な

い
。
聞
こ
え
に
く
い
地
域
が
あ
る
」

な
ど
災
害
へ
の
意
識
の
高
ま
り
か

ら
か
、
防
災
に
関
す
る
ご
意
見
が

多
か
っ
た
ほ
か
、「
同
様
に
地
域
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
地
域
運
営
体

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」「
休
日
、

夜
間
の
市
役
所
へ
の
連
絡
体
制
に

つ
い
て
」「
連
絡
員
制
度
の
活
動
を

地
域
に
周
知
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

様
々
な
意
見
、
提
案
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

市
の
対
応
に
つ
い
て

　

市
役
所
で
は
４
月
よ
り
各
地
域

セ
ン
タ
ー
、
出
張
所
に
地
域
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
、

地
域
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※
各
地
域
の
行
政
連
絡
員
の
名
簿

リ
ス
ト
を
、
今
号
と
併
せ
て
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

○緊急時の回覧文書の配布について
　緊急に地域内に周知する必要がある場
合、回覧文書の配布をお願いします。

○災害発生時の被災状況の把握と連絡お
よび日常の防災対策について
　災害発生時に地域内の被災状況や緊急
対応について連絡調整をお願いします。
また、地域内の避難場所の確認等日常の
防災対策に協力をお願いします。

○地域内の課題、要望等の提言について
　地域内の課題や要望等について行政と
のパイプ役をお願いします。

○地域内の空き家情報の提供について
　地域内の空き家情報を随時お知らせく
ださい。定住対策としての空き家の活用
や危険家屋としての空き家の情報提供を
お願いします。

○地域運営体との連携について
　地域運営体の活動にご協力願います。

各地区の行政連絡員会議では、
　　　　　　　　　連絡員代表に委嘱状が手渡された

新しい行政連絡員の
                          役割について
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